
すべての人が希望を持てる！元気な板橋へ。

しがき 伸也
しんや

■連絡先　電話：０９０－１９６５―６１７９　ファックス：０３－３９７５－７０８３　/〒175-0093　板橋区赤塚新町３-３３-４-４０３
　　　　　Ｅメール：shigakishinya@gmail.com 　　ホームページ : http://shigakishinya.jpn.org/

いたばしがき通信　第 5号（2015 年 1月）　　
しがき伸也と元気な板橋を作る会

　政務活動費とは、議員の調査研究そ
の他の活動に資するため必要な経費の
一部として議員報酬とは別に交付され
る経費です。

■ 世田谷区は政務活動費の「収支報告書」「会計帳簿」（資料②参照）「領収書」
をネットで公開しています。全国的にも先進的な事例で、透明度は極めて高く
なっています。「会計帳簿」を見れば、何に使っているかは一目で分かります。
「変だな」と思ったら領収書と照らし合わせれば良いのです。
■ 非公開の政務活動費を不正に使っていた「号泣議員」の兵庫県議会も「収
支報告書」「会計帳簿」のネット公開の方向性を決めました。
■ 板橋区議会でもネットでの公開に踏み出すべきではないでしょうか。

政務活動費の使いみち、知っていますか？

ネットが見づらい区民
のために、図書館等で
も公開 し、自由な閲覧
を可能にすべきです！

【表①】

先進的な世田谷区

小渕優子（前経済産業大臣）の場合

「号泣議員」の兵庫県議会もネット公開へ
不透明な板橋区

■ 板橋区議会議員の政務活動費は表①
のように年間総額9936万円（約1億円）
にもなります。これは区民の税金で賄
われています。しかしどの様に使われ
ているか広く公開されているわけでは
ないため区民にはよくわかりません。
■ 板橋区は平成 25 年度から「収支報

告書」（資料①参照）
が区のホームページ
で公開されています。
しかし、これだけで
は何に使われている
のかわかりません。
領収書と会計帳簿は
非公開で区への情報
公開請求という面倒
な手続きが必要です。
10 月 25 日に情報公
開請求をしたのです
が未だに開示されま
せん（12月5日時点）。
■ これでは不透明、
区民の不信を払拭で
きないのではないで
しょうか。

■ 小渕優子（前経産大臣）さんの場合は、政治団体収支報告書がネットで公開され
ているので、大臣になってすぐにチェック機能が働き問題が指摘されました。
■ 国会議員の政治団体の収入は税金と寄付などです。自治体議員の政務活動費は
100％税金であり、ネットでの公開は義務ではないでしょうか。

【資料②】世田谷区議会某会派の政務活動費会計帳簿
これだと具体的かつ詳細です

政務活動費 1億円！
( 年間総額 )

約
◆ 議員報酬（年額）  1,000 万円
        （ 全議員総額で 4億 6000 万円 ）      
　◆ 一日議会に行くと  4,000 円                                      

詳しくは、裏面をご覧ください。

板橋区も、区民が気軽にチェックできるネット公開を！

【資料①】板橋区議会某議員団の政務活動費収支報告書
これでは具体的使いみちがわかりません
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私が実現したい事

ゆうちょ銀行口座
【記号・番号】10020・41676621
【口座名称】しがき伸也と元気な板橋を作る会
※一般金融機関から「ゆうちょ銀行」へのお振込の場合
【口座種別】普通預金【店名】〇〇八（ｾﾞﾛｾﾞﾛﾊﾁ)【口座番号】4167662

加藤誠（赤塚）、保津陽子（舟渡）、平野衛（徳丸）、大野良平（蓮根）、副祥吾（板橋）、森真弓（志村）、仁木忍（成増）

●子育ての楽しいまちに
▪保育園の待機児童をゼロに
▪児童虐待の予防と被害者支援を充実
▪プレーパーク（冒険遊び場）を板橋に
▪働く親が安心して預けられるあいキッズへ
▪在宅ケアを必要とする子どもに十分な助成を
▪地域の子育てサークル作りを促進

●助け合いのまちに
▪障がい者の就労支援
▪ＤＶへの総合的な支援を充実
▪当事者目線のバリアフリーなまちづくり
▪介護者支援ネットワークの拡充
▪多世代交流の場作りを促進

●区民目線で議会改革
▪おもしろい「区議会だより」を全戸に配布
▪議会主催の議会報告会を最低年 4回開催
▪高額な区長の退職金削減：1800 万円→500 万円
▪高額な選管報酬月額→日額制へ
▪議会のヤジを厳しくチェック

●若者が住みたくなるまちに
▪単身若者向け住居助成制度を導入

●再びホタルが棲むまちに
▪暗渠を開き、美しい小川の復活を

●区民の情報格差をなくす
▪おもしろい「広報いたばし」を全戸に配布

しがき伸也のプロフィール

“子育て” と “介護” から学んだこと
　前回の選挙に落選してまもなく娘
が生まれました。妻が自営業者なの
でしばらく専業主夫として子育て・
家事に専念しました。児童館などに
遊びに行くとほとんどの保護者がマ
マでパパは私１人でした。でも娘を
通して、いろんなことを話し合うな
かで、すぐに打ち解けることができ
ました。子はかすがい。これは夫婦
間のことだけでなく、地域社会にお
いてもあてはまり、子どもがのびの
びと育つことが出来る地域作りの大
切さを学びました。
　ホームヘルパー（訪問介護）の仕
事を通して支援を必要とする多くの
方々と出会いました。この仕事を通

しがき伸也を推薦します！

■ 議員には政務活動費とは別に生活給とし
て議員報酬が支払われます。その額年間約
1000 万円。これだけで男性正社員の平均年
収の約 2倍、女性正社員だと約 3倍、男性
非正規雇用だと約 5倍、女性非正規雇用だ
と約 7倍にもなります（表②参照）。区民の
代表である議員の報酬が区民の年収とかけ
離れた額であることは問題です。
■ また全国の自治体議員の平均年収は 630
万円。名古屋市は人口 228 万人、議員定数

75人で800万円へ削減。板橋区の人口は54万人、議員定数46人で1000万円です。
■ 以上の比較から、板橋区議会議員の報酬もまずは 1000 万円→800 万円の２割
削減が妥当だと考えます。
■ 皆さんはどう考えますか？議員の報酬を審議する板橋区特別職報酬等審議会に
「市民公募」、「会議の公開」などをもとめ、区民参加型で議員報酬について話し
合える仕組みを作りましょう。

【表②】「国税庁平成 24 年分民間
給与実態統計調査結果」　より

■ さらに、板橋区議会議員には、議会に出席
するごとに電車であれ徒歩（！）であれ一律
4000円（23区で最高額！）が交通費（費用弁償）
として支給されます。これは報酬の 2重どり
ともいわれ、23 区では墨田区、杉並区、荒川
区、台東区が既に廃止です（表③参照）。23
区以外でも多くの自治体では廃止され、日経
グローカル 246 号によると約 7割の自治体が
費用弁償支給なしまたは実費です。

■ 年間１人あたり 50 日程度の出席で約 20 万円、46 人で約 1000 万円が区民の税金（！）
から支給されているのです。議会会議録をみると 3000 円に削減という議論もなされている
ようですが、それでも高すぎます。費用弁償とは議員が名誉職で無償だった時代に支給され
ていたもので古い制度です。板橋区もこのようなムダはきっぱり廃止すべきです。
■ さらに言えば、板橋区の区議会議長は公用車を使っているので交通費は 0円です。それ
なのに 4,000 円の費用弁償を別途もらっています。これは 23 区のなかでは板橋区だけです。
この費用弁償ももちろん廃止すべきです。

東京 23区の費用弁償（交通費等）支給額

●1976 年　兵庫県生まれ
●2000 年　関西学院大学総合政策学部卒業。障がい者支援、
　フィリピンでの居住改善活動。
●2000 年～ 2003 年　ＮＧＯ21 世紀協会にてフィリピンの子ども
　たちへの教育支援活動。
●2004 年～ 2006 年　青年海外協力隊村落開発普及員としてセネ
　ガル ( 西アフリカ ) でマングローブ植林、識字教室、指圧指導。
●2006 年～ 2010 年　ＮＰＯフィリピン日系人リーガルサポート
　センター職員としてフィリピン残留日本人の支援活動。
●2011 年 4月　板橋区
議会議員選挙に無所属で
立候補（2052 票獲得し
たが 247 票足らずいま一
歩で落選）
●2011 年 7 月　第 1子
　　（娘）誕生。主夫活動。
　娘と区内各地の児童館
　でよく遊びました。
●2012 年 11 月　第 1回　子育て記念日（於：成増社会教育会館）
実行　委員長。
●2012 年 12 月　｢子育て　通信すくすく 2013｣で通信始まって以
来初のパパ編集委員。
●2013 年 5月～現在　ホームヘルパーとして板橋区・練馬区内の
　訪問介護。
●2014 年　板橋区議会に陳情８件提出。
●2014 年 11 月　板橋区で第 2子（息子）誕生。

●その他　
　多世代交流会代表／いたばし外あそびの会役員／いたばし介護者支
　援サロン役員／ゆりの木通り 33 番街団地役員／仲良し親子会会員

して人は助け合いながら生きていく
ものだということを肌で感じまし
た。
　フィリピンやセネガルの田舎で出
会った人々の多くは、経済的に貧し
くとも、分かち合いながら幸せそう
な日々をおくっていました。
　しかし現代の日本が直面している
経済格差、情報格差が生み出す無縁社
会の拡大はそういった、助け合い、分

かち合い、話し合いの大切さを見失わ

せる危険性を秘めています。

　このままではいけない。負の連鎖を

止め全ての区民が希望を持てる、元気

な板橋へ地域での “子育て” “介護” の

経験、海外での経験を活かし頑張りま

す。

区内で家庭菜園やってます。

しがきが４年前から言い続けて変わっていないこと・・・今度こそ、実現を！

議員報酬削減を！ 1,000 万円→800 万円へ 費用弁償廃止を！ 4,000 円→0円へ


